
 

 

 

令和３年度医療機関再編統合等支援事業計画書 

 

１．整備事業の目的及び地域医療構想との関係 

（整備の目的） 

 伊丹市内にある市立伊丹病院と公立学校共済組合近畿中央病院は、市域の２次救急医療を

担う急性期病院として、中核的な医療機関としての役割を果たしてきた。 

 しかしながら、両病院ともに近年、施設の老朽化が進み建替えの時期を迎えるとともに、

事業運営は厳しい経営状況下にあり、医師の確保も困難とされる中、両病院が統合すること

で持続的・安定的な地域医療体制を構築することができると判断し、統合再編基幹病院を整

備することとした。 

 

（地域医療構想との関係） 

 両病院が所在する阪神（阪神北準圏域）では、地域医療構想で掲げる必要病床数は高度急

性期、回復期病床が特に不足していることから、医療需要に応じた提供体制の見直しや充足

が求められている。 

 このような状況を踏まえ、統合新病院においては、急性期病床から圏域内で不足している

高度急性期病床へ病床転換を図るとともに、過剰となっている急性期病床を削減することで

地域医療構想の実現に寄与する。 

また、他圏域への流出が多く見られる新生物や循環器系疾患などに対応できる機能を有す

る総合新病院を整備することで、阪神（阪神北準圏域）の完結率の向上を目指す。 

 

（新興感染症への対応） 

 統合新病院の感染症への対応については、現在の両病院を上回る病床を確保する予定であ

り、引き続き、県立病院など感染症指定医療機関をサポートする基幹病院としての役割を果

たすことで、新興感染症入院体制の強化を図る。 

 

 

２．再編統合等関係医療機関の概要 

 申請者医療機関 

開設者（設置者） 施設名 所在地 

伊丹市長 藤原 保幸 市立伊丹病院 兵庫県伊丹市昆陽池１丁目１００番地 

施設の規模及び構造 

（敷地面積）    ２５，６２３．５１㎡ （自己所有地、借地の別） 自己所有地 

（建物構造）鉄筋コンクリート造 

      ６階建 

（建築面積）    ９，０７２．８４㎡ 

（延べ面積）   ２９，２９４．７６㎡ 

病床機能（前年度病床機能報告の稼働病床） 

区分 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計 

稼働病床 ８７床 ３１５床 床 床 ４０２床 

 

医療審議会(保健医療計画部会) 資料 

(1)-①  別紙２ 令和３年 12月 14日(火) 

（様式１－１） 



 

相手先となる医療機関 

開設者（設置者） 施設名 所在地 

公立学校共済組合 

理事長 金森 越哉 

公立学校共済組合 

近畿中央病院 

伊丹市車塚３丁目１番地 

施設の規模及び構造 

（敷地面積）     ２３，２８８．６８㎡ （自己所有地、借地の別）自己所有地 

（建物構造）鉄骨・鉄筋コンクリート造 

      ７階建 

（建築面積）    ８，９８８．１６２㎡ 

（延べ面積）   ２９，７３４．７９８㎡ 

病床機能（前年度病床機能報告の稼働病床） 

区分 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計 

稼働病床 ４床 ３９４床 床 床 ３９８床 

  ※関係医療機関が２つ以上ある場合は、記入欄を追加すること 

 

 

３．再編統合等整備計画 

(1)整備区分 ※該当する区分に○ 

 新増改築 改修 改装 医療機器 

① 医療機関の統廃合 〇   ○ 

② 病床機能の集約     

 ※医療機器の整備については、病床機能の転換が伴う場合のみ対象 

 

（2）整備施設の概要（見込） 

開設者（設置者） 施設名 所在地 

伊丹市長 藤原 保幸 市立伊丹病院 兵庫県伊丹市昆陽池１丁目１００番地 

施設の規模及び構造 

（敷地面積）    ２９，５５９．５２㎡ （自己所有地、借地の別） 自己所有地 

（建物構造）鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ柱・鉄骨梁混合構造 

      ８階建（地下１階） 

（建築面積）     約１１，５００㎡ 

（延べ面積）     約５６，４００㎡ 

 

(3) 整備計画 ※該当する箇所にのみ記入 

①医療機関の統廃合  

 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計 

統合前 

病床総計 
９１床 ７０９床 床 床 ８００床 

統合後 

病床総計 
２００床 ４０２床 床 床 ６０２床 

差引 １０９床 ▲３０７床 床 床 １９８床 

  ※統合前病床総計は、「２．再編統合等関係医療機関の概要」の関係する医療機関の稼働病床数の合計を記入 

  ※統合後病床総計は、新たに整備する施設の病床数を記入 

 



②病床機能の集約  

病床機能の集約に関連する医療機関の病床数の総計 

 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計 

集約前 

病床総計 
床 床 床 床 床 

集約後 

病床総計 
床 床 床 床 床 

差引 床 床 床 床 床 

      

  ※集約前病床総計は、「２．再編統合等関係医療機関の概要」の関係する医療機関の稼働病床数の合計を 

記入 

（ア）集約する医療機関 

 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計 

集約前 床 床 床 床 床 

集約後 床 床 床 床 床 

差引 床 床 床 床 床 

＜集約に伴い整備する病床数＞       床 床 

（イ）集約される医療機関 

 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計 

集約前 床 床 床 床 床 

集約後 床 床 床 床 床 

差引 床 床 床 床 床 

(4)整備事業の内容 

事業期間 事 業 期 間 着工：令和４年４月１日  ～ 竣工：令和８年１２月３１日 

事 業 費 

総 事 業 費 ３８，１００，０００，０００円 

当 該 年 度 
事   業  費 ０円 

４．事業費及び補助申請(見込)額 

 

総事業費 

（対象経費） 

   

基準額 

 

 

補助見込額 建物及び附属 

設備の整備額 

医療器具等 

の購入額 

38,100,000,000 円 

（29,000,000,000） 

30,900,000,000 円 

（21,800,000,000） 

7,200,000,000 円 

（7,200,000,000） 

3,333,000,000 円 1,666,500,000 円 

   

※基準額は対象病床数×整備区分ごとに定めた基準単価 

※補助見込額は対象経費と基準額の低い額の１／２相当額  

※補助見込額は現時点の補助要綱により積算（最終補助額は、交付決定年度の補助要綱により積

算する。） 

 

〔基準額〕 

新増改築：5,500千円×602床＝3,311,000千円 

医療機器：22,000千円 



 


